
み

し
な

ま
さ

よ
し

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

三

品

昌

美

専
攻
学
科
目

分
子
脳
科
学

生

年

月

昭
和
二
二
年

七
月

略

歴

昭
和
四
六
年

三
月

京
都
大
学
工
学
部
工
業
化
学
科
卒
業

同

四
八
年

三
月

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同

五
二
年

三
月

工
学
博
士

同

五
六
年

三
月

京
都
大
学
医
学
部
助
手

同

五
六
年

七
月

京
都
大
学
医
学
部
助
教
授

平
成

二
年

三
月

新
潟
大
学
脳
研
究
所
教
授

同

五
年
一
二
月

東
京
大
学
医
学
部
教
授

同

九
年

四
月

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授

同

二
四
年

六
月

東
京
大
学
名
誉
教
授

同

二
五
年

四
月

立
命
館
大
学
総
合
科
学
技
術
研
究
機
構
教
授
（
現
在
に
至
る
）

九



工
学
博
士
三
品
昌
美
氏
の
「
シ
ナ
プ
ス
分
子
と

記
憶
・
学
習
に
関
す
る
研
究
」
に
対
す
る
授
賞

審
査
要
旨

代
表
的
な
脳
の
高
次
機
能
で
あ
る
記
憶
・
学
習
は
、
神
経
細
胞
と
神
経
細
胞

が
互
い
に
連
結
し
情
報
を
伝
達
す
る
シ
ナ
プ
ス
に
お
け
る
情
報
伝
達
効
率
の
可

変
性
、
す
な
わ
ち
シ
ナ
プ
ス
の
可
塑
性
に
基
づ
く
と
の
考
え
が
有
力
で
あ
っ

た
。
三
品
昌
美
氏
は
、
高
等
動
物
の
脳
に
お
け
る
主
要
な
興
奮
性
神
経
伝
達
物

質
受
容
体
で
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
受
容
体
の
分
子
実
体
解
明
に
取
り
組
み
、
中

枢
シ
ナ
プ
ス
可
塑
性
に
中
心
的
役
割
を
担
う
と
さ
れ
るN

M
D

A

型
グ
ル
タ
ミ

ン
酸
受
容
体
が
四
種
類
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
結
合
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
と
一
種
類
の
グ

リ
シ
ン
結
合
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、N

M
D

A

受
容
体
が
機
能
的
に
も
分
子
的
に
も
多
様
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
ま
た
、

N
M

D
A

受
容
体
チ
ャ
ネ
ル
がM

g
2+

に
よ
り
電
位
依
存
的
に
調
節
さ
れ
る
部
位

を
同
定
し
、N

M
D

A

受
容
体
が
強
い
入
力
に
よ
る
シ
ナ
プ
ス
前
部
と
後
部
の

同
時
興
奮
の
セ
ン
サ
ー
と
し
て
働
き
シ
ナ
プ
ス
伝
達
効
率
増
強
の
引
き
金
と
な

る
基
盤
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
三
品
氏
は
、
標
的
遺
伝
子
組
換
え
に
よ

り
作
成
し
たN

M
D

A

受
容
体G

luR
ε1

サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
欠
損
マ
ウ
ス
に
お
い

て
、
海
馬C
A

1

シ
ナ
プ
ス
のN

M
D

A

受
容
体
電
流
が
半
減
し
、
シ
ナ
プ
ス
長

期
増
強
誘
導
な
ら
び
に
文
脈
依
存
学
習
の
閾
値
が
上
昇
す
る
こ
と
を
見
出
し

た
。
す
な
わ
ち
、N

M
D

A

受
容
体
が
シ
ナ
プ
ス
可
塑
性
と
学
習
の
閾
値
を
決
定

し
、
記
憶
・
学
習
の
分
子
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

ま
た
、
三
品
氏
は
新
規
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
受
容
体G

luR
δ

を
見
出
し
、G

luR
δ2

が
小
脳
の
プ
ル
キ
ニ
エ
細
胞
に
特
異
的
に
発
現
し
、
平
行
線
維
シ
ナ
プ
ス
に
の

み
局
在
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、G

luR
δ2

の
欠
損
マ
ウ
ス
は
運
動
失
調

を
示
し
、
平
行
線
維
と
プ
ル
キ
ニ
エ
細
胞
間
の
シ
ナ
プ
ス
長
期
抑
圧
と
瞬
膜
反

射
条
件
付
け
学
習
が
障
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、

G
luR

δ2

は
小
脳
シ
ナ
プ
ス
可
塑
性
と
運
動
学
習
に
関
与
す
る
こ
と
を
示
し

た
。
ま
た
、G

luR
δ2

に
結
合
す
るD

elphilin

の
欠
損
マ
ウ
ス
で
は
小
脳
シ
ナ

プ
ス
長
期
抑
圧
の
誘
導
と
運
動
学
習
の
一
つ
で
あ
る
視
運
動
性
眼
球
運
動
の
適

応
が
と
も
に
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。D

elphilin

はG
luR

δ2

と

同
様
に
小
脳
プ
ル
キ
ニ
エ
細
胞
の
平
行
線
維
シ
ナ
プ
ス
後
部
に
局
在
す
る
こ
と

か
ら
、
小
脳
シ
ナ
プ
ス
可
塑
性
が
律
速
段
階
と
し
て
視
運
動
性
眼
球
運
動
学
習

を
制
御
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

一
方
、
三
品
氏
は
、N

M
D

A

受
容
体G

luR
ε2

欠
損
マ
ウ
ス
は
、
哺
乳
に
必

要
な
吸
引
反
射
が
消
失
し
て
お
り
生
後
一
日
で
死
亡
し
、
三
叉
神
経
核
に
お
い

て
ヒ
ゲ
知
覚
神
経
に
対
応
す
る
樽
状
構
造
（
バ
レ
レ
ッ
ト
構
造
）
の
形
成
が
障

害
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、G

luR
ε2

へ
テ
ロ
欠
損
マ
ウ
ス
に
お

四
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い
て
は
大
脳
皮
質
の
体
性
感
覚
地
図
で
あ
る
バ
レ
ル
構
造
の
形
成
が
遅
延
し
、

逆
にG

luR
ε4

欠
損
マ
ウ
ス
で
は
バ
レ
ル
構
造
の
形
成
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を

見
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、N

M
D

A

受
容
体G

luR
ε2

とG
luR

ε4

は
発
達
期
に
お

け
る
神
経
回
路
の
形
成
整
備
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。G

luR
δ

2

欠
損
マ
ウ
ス
に
お
い
て
も
、
連
続
電
子
顕
微
鏡
写
真
に
よ
り
平
行
線
終
末
と

結
合
し
な
い
棘
突
起
（
フ
リ
ー
ス
パ
イ
ン
）
が
多
数
出
現
し
、
小
脳
プ
ル
キ
ニ

エ
細
胞
の
平
行
線
維
シ
ナ
プ
ス
が
著
明
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

さ
ら
に
、
成
体
マ
ウ
ス
に
お
い
てG

luR
δ2

欠
損
を
誘
導
す
る
と
、G

luR
δ2

蛋
白
質
の
減
少
に
伴
っ
てactive

zone
の
大
き
さ
が
縮
小
し
、
フ
リ
ー
ス
パ
イ

ン
が
出
現
す
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
受
容
体

G
luR

δ2

は
小
脳
平
行
線
維
シ
ナ
プ
ス
の
形
成
と
維
持
に
も
必
須
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
、
三
品
氏
は
、G

luR
δ2

のN

末
端
の
細
胞
外
領
域
が
小
脳
顆
粒
細

胞
神
経
終
末
の
シ
ナ
プ
ス
形
成
を
誘
導
す
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
一
方
、

G
luR

δ2

のC

末
端
の
細
胞
内
領
域
を
欠
失
さ
せ
た
マ
ウ
ス
で
は
、
小
脳
シ
ナ

プ
ス
形
成
は
正
常
に
起
こ
る
が
、
小
脳
シ
ナ
プ
ス
の
長
期
抑
圧
と
運
動
学
習
が

著
し
く
障
害
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、G

luR
δ2

は
細
胞
外
領
域
を

通
し
て
シ
ナ
プ
ス
形
成
を
制
御
す
る
と
と
も
に
細
胞
質
領
域
を
介
し
て
可
塑
性

と
運
動
学
習
を
制
御
す
る
二
重
の
機
能
を
有
す
る
分
子
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
シ
ナ
プ
ス
形
成
と
記
憶
・
学
習
の
密
接
な
関
連
が
分
子
レ
ベ
ル
で
示

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
氏
は
シ
ナ
プ
ス
後
部
のG

luR
δ2

が
シ
ナ
プ
ス
前
部
の

neurexin

と
分
泌
蛋
白
質C

bln1

を
介
し
て
結
合
し
、
シ
ナ
プ
ス
形
成
を
誘
導

す
る
こ
と
を
解
明
し
た
。

ま
た
、
三
品
氏
は
、
ヒ
ト
知
的
障
害
の
原
因
と
な
るIL

-1
receptor

accessory
protein-like

1

（IL
1R

A
PL

1

）
が
マ
ウ
ス
大
脳
皮
質
神
経
細
胞
の
興

奮
性
シ
ナ
プ
ス
形
成
を
誘
導
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
シ
ナ
プ

ス
後
部
のIL

1R
A

PL
1

が
シ
ナ
プ
ス
前
部
のprotein

tyrosine
phosphatase

（PT
P

）δ

と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
シ
ナ
プ
ス
形
成
を
誘
導
す
る
こ
と
を
見
出

し
た
。IL

1R
A

PL
1

欠
損
マ
ウ
ス
で
は
大
脳
の
ス
パ
イ
ン
密
度
が
減
少
し
、
作

業
記
憶
や
参
照
記
憶
な
ど
複
数
の
学
習
テ
ス
ト
で
障
害
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

中
枢
シ
ナ
プ
ス
の
可
塑
性
や
形
成
を
制
御
す
る
分
子
群
が
記
憶
・
学
習
の
基

盤
と
な
っ
て
い
る
と
の
三
品
氏
の
業
績
は
、
ヒ
ト
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
分
子
群

の
遺
伝
子
変
異
が
知
的
障
害
の
原
因
と
な
る
と
の
報
告
と
よ
く
合
致
し
て
い

る
。
記
憶
・
学
習
や
そ
の
障
害
の
分
子
基
盤
解
明
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
き
た

三
品
氏
の
業
績
は
世
界
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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